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研究成果の概要（和文）：福岡脳卒中データベース（Fukuoka Stroke Registry; FSR）を用いて，脳梗塞症例の予後，
再発に関する研究を行った．FSRデータは，2015年2月28日現在，10,388症例の登録があった．脳梗塞連続症例を調査し
，脳梗塞発症後のスタチン投与がその後の脳卒中再発および死亡を有意に抑制することを証明した．また，糖尿病合併
脳梗塞症例では，糖尿病性腎症，HbA1cなどが予後不良の規定因子となることを明らかにした．さらに，心原性脳塞栓
症の再発に血清CRP値が関与していることや，血清アディポネクチン値が，脳梗塞の病型診断，発症時の重症度，機能
予後に影響することも明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：We investigated the prognosis of stroke patients from Fukuoka Stroke Registry 
(FSR) database. On February 28, 2015, the FSR data had the registration of 10,388 cases. In the 
consecutive ischemic stroke patients, we showed prescribed doses of statins reduced the risks of 
cerebrovascular events and all-cause mortality in a cohort of Japanese patients with first-ever ischemic 
stroke. Also, in stroke patients with diabetes mellitus, age, NIHSS score on admission, diabetic 
nephropathy and HbA1c were independently associated with a poor outcome 1 year after the first ischemic 
stroke. Furthermore, it was found that in patients with cardioembolic ischemic stroke age and C reactive 
protein were independent risk factors for recurrence in the first year after onset, and plasma 
adiponectin values might help to classify stroke subtypes and predict neurological severity and 
functional outcome in ischemic stroke patients.
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１． 研究開始当初の背景 
 
（1）我が国においては，動脈硬化性疾患，
とくに心筋梗塞を中心とした心血管系疾患
と，脳卒中を中心とした脳血管障害による死
亡が，死因統計上，がんと並んで大きな位置
を占め，死因の約 30%に及んでいる． 
 
（2）動脈硬化性疾患の制圧は，臨床的に重
要かつ緊急な課題であり，医療の効率化に最
大限寄与するものと考える． 
 
（3）特に，脂質異常症と脳心血管疾患の関
係は重要であり，治療的介入により，予防，
コントロールが十分可能である． 
 
（4）脂質異常症，特に HDL コレステロール
に着目し，脳梗塞発症後の機能予後，再発と
の関係について検討を行い，得られた成果か
ら，予防法，新規治療法，創薬を目指す． 
 
２． 研究の目的 
 
（1）HDL コレステロールと，脳梗塞再発の関
連について，大規模集団で，より詳細な検討
を行う．脳梗塞再発に対する危険因子として
の HDL-C 低値を，脳梗塞全体および病型別に
再検証する．他の危険因子（高血圧，糖尿病，
他）も含めて，脳梗塞再発スコアを構築する． 
 
（2）HDL コレステロールと，脳梗塞発症後の
重症度・機能予後との関連を明らかにする．
HDL-C 値により，脳梗塞の重症度に差異があ
るかを，脳梗塞全体および病型別に検証する．
脳梗塞発症後，経時的な神経所見の改善度お
よび機能予後の差異を検証する． 
 
（3）脳梗塞発症後の，心血管疾患発症（再
発）と HDL-C との関係を調査する． 
 
（4）脳梗塞発症後の，血清脂質低下薬によ
る HDL-C 値の変動と，予後・再発との関連を
明らかにする． 
 
３． 研究の方法 
 
（1）福岡脳卒中データベース（Fukuoka 
Stroke Registry; FSR）から得られた，大規
模な急性期脳梗塞連続症例群を用いる． 
 
（2）脳梗塞連続症例において，入院時臨床
所見，背景因子，脳卒中専門医による精密な
脳梗塞臨床病型診断情報を取得し，脂質異常
症，特に HDL コレステロールとの関連につい
て検討を行う． 
 
（3）前向き登録全症例について，経時的（経
年的）な予後調査を行い，機能予後の変遷，
脳梗塞再発の有無，その他の心血管疾患発症
（再発）に関する情報を取得する． 

 
（4）HDL コレステロール値を主体に，脳梗塞
発症後の機能予後，再発，他の心血管疾患と
の関連を解析，再発関連因子としての HDL コ
レステロール値の重要性について再検討を
する． 
 
（5）血清脂質低下薬（HMG-CoA 還元酵素阻害
薬，他）の介入による，HDL コレステロール
値の改善と脳梗塞後機能予後，再発の関連に
ついて検討を行い，二次予防効果を検証する． 
 
４． 研究成果 
 
（1）血清アディポネクチン値について，急
性期脳梗塞 171例とコントロール群 171例と
で比較検討を行った．脳梗塞発症時のアディ
ポネクチン値は，コントロール群と有意差は
なかった．しかしながら，脳梗塞を病型別に
分類した場合，アテローム血栓性脳梗塞群は，
コントロール群よりアディポネクチン値が
低く，心原性脳塞栓症群は高い値であった．
多変量解析で検討した結果，アディポネクチ
ン値は，アテローム血栓性脳梗塞を診断し得
る独立した規定因子であった．また，脳梗塞
発症時のアディポネクチン値は脳梗塞重症
度と正の相関を示し，3 ヶ月後の機能予後不
良群で有意に高値であることが分かった．血
清アディポネクチン値は脳梗塞の病型診断
に有用であり，なおかつ発症時の重症度およ
びその後の機能予後を予測しうる因子であ
る． 
 
（2）脳梗塞急性期1,874例の検討において，
発症後急性期の血圧高値は，その後の症候増
悪や機能予後不良と有意に相関する． 
 
（3）脳梗塞発症後のスタチン内服と予後に
ついて検討．2,822 例の脳梗塞後症例につい
て，発症後のスタチン内服群と非内服群で中
央値 2.0 年間の観察を行った結果，スタチン
内服群では有意に脳卒中の再発が抑制され
た． 
 
（4）心原性脳塞栓症 425 例で，1年間の脳梗
塞再発に関連する危険因子について検討を
行った．1 年間の再発率は 12%であり，独立
した危険因子としては年齢および発症時の
CRP 高値が関連していることが分かった． 
 
（5）抗凝固療法を施行中に心原性脳塞栓症
を発症した症例 602 例の検討において，発症
時の PTINR が 2.0 以上の群は，2.0 未満の群
に比較して有意に予後が良好であった． 
 
（6）糖尿病を合併した脳梗塞 452 例につい
て，1 年後の機能予後に関連する因子を調査
した．年齢，脳梗塞発症時の重症度（NIHSS），
糖尿病性腎症，HbA1c が，1 年後の機能予後
に影響を及ぼす独立した危険因子であるこ



とが判明した． 
 
（7）急性期脳梗塞 171 例とコントロール群
171 例で，血清 VEGF 値の検討を行った．VEGF
値は脳梗塞群で高値であり，脳梗塞病型によ
り重症度と相関を示した． 
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